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Ⅵ  令和７年度 各農業改良普及センターのプロジェクト課題一覧
No. 普及

センター 課題名 活動期間 対　　象 担当者
Ⅱ活動事例
掲載ページ
No.

1 大河原
１

経営継承後の農業法人におけるねぎ、
うめの規模拡大と生産性向上 R7～ R9 株式会社舘島田ファームDero（役員３人、社員２人）

◎菅野　雪子
　澤里　昭寿
　小島　由美子
　中込　佑介
　進藤　裕子

42

２ 大河原
２

仙南たまねぎの環境に配慮した栽培方
法による生産拡大 R5～ R7 ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会17人

（その他たまねぎ生産者及び新規作付希望者）

◎澤里　昭寿
　熊田　修之
　庄子　正秀
　酒井　充
　坂本　龍之介

24

３ 大河原
３

地域農業の維持・発展に向けた地域計
画の作成と実践 R5～ R7 村田町菅生地区土地利用型農業次世代担い手３経営

体（組織１、個別２）

◎阪本　松男
　千田　晶子
　伊藤　和子
　熊田　修之
　大森　裕俊

50

４ 大河原
４

集落営農法人による農地整備を契機と
した省力化技術の導入・定着 R7～ R9 農事組合法人葉坂希望の郷理事10人

◎千田　晶子
　髙橋　真樹子
　澤里　昭寿
　中込　佑介
　坂本　龍之介
　進藤　裕子

10

5 亘理
１

気候変動に対応したいちご栽培管理技
術の再構築 R6～ R7 若手いちご生産者８人（亘理町、山元町）

◎小野寺　康子
　片岡　信幸
　鈴木　秀人

26

6 亘理
２

下余田Ⅱ期地区におけるほ場整備事業
を契機とした営農体制の構築 R7～ R9 高柳生産組合４人、下余田Ⅱ期地区担い手部会13人

（名取市）

◎山家　いずみ
　井上　眞弘
　大内　信博
　高橋　忠信

11

7 亘理
３

土地利用型法人における組織運営の安
定化に向けた担い手育成 R7～ R8 農事組合法人林ライス（岩沼市）

◎増田　潤子
　佐久間　宣之
　直江　健輔

43

８ 仙台
１

次代を担う生産者の育成による梨産地
活性化 R5～ R7 ＪＡ仙台利府梨部会 部会員４人（同部会員61人）

（利府町）

◎髙橋　真紀
　佐藤　篤
　髙橋　晋太郎

28

9 仙台
２

ねぎの次世代担い手育成による産地の
強化 R6～ R8

ＪＡ新みやぎあさひなねぎ部会若手生産者５人（同
部会員72人）
（大和町）

◎小野寺　恭子
　上山　啓一
　菅原　克哉
　蘇武　真
　丸田　凌太郎

－
（注１）

10 仙台
３ ほ場整備を契機とした営農体制の整備 R6～ R7 金取北地区担い手「株式会社 大輪」

（大和町）

◎青沼　達也
　大槻　恵太
　進藤　友恵

2

11 仙台
４

水稲乾田直播栽培技術の定着による大
規模土地利用型経営体の基盤強化 R6～ R7

（農）アグリ今泉、（農）若木の里、（株）高橋グリーン、
みどりあーと山崎（株）、（有）ＩＴＯ
（富谷市、大和町、大郷町、大衡村）

◎八木沼　湧太
　大槻　恵太
　大越　那津季

16

12 大崎
１

色麻町の地域計画実現に向けた担い手
の経営発展 R7～ R8 農事組合法人下高城ふぁあむ、清水集落営農組合（色

麻町内土地利用型農業法人10法人）

◎大津　琴乃
　小池　修
　尾上　智子
　大川　茂範
　小松　知子
　佐々木　圭悦

12
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No. 普及
センター 課題名 活動期間 対　　象 担当者

Ⅱ活動事例
掲載ページ
No.

13 大崎
2

加美地域におけるさつまいもの新たな
産地形成に向けた生産技術の確立 R6～ R7 有事組合法人ライスアーティスト、ＪＡ加美よつば

さつまいも生産者８人

◎本田　修三
　小松　知子
　大津　琴乃
　小宮　なぎさ

30

14 大崎
3

中山間地農業の核となる農産物直売所
の組織運営能力向上 R5～ R7

農事組合法人やくらい土産センターさんちゃん会理
事６人、プラビラボ８人（うち、さんちゃん会会員
３人）
（加美町）

◎小林　雅文
　大和田　祥代
　尾上　智子
　小宮　なぎさ
　羽場　蓮

48

15 大崎
4

若手農業者の経営発展に向けた水稲乾
田直播栽培技術の定着 R7～ R8

東部師山生産組合及び株式会社三本木グリーンサー
ビスの若手職員２人（水稲乾田直播の導入・取組拡
大を志向する担い手）

◎大川　茂範
　宮本　晴恵
　小池　修
　佐々木　圭悦
　門脇　正好
　羽場　蓮

20

16 美里
１

土地利用型法人の経営戦略の策定と持
続的経営の展開 R5～ R7 農事組合法人おおぬき彩土里ファーム役員６人

（大崎市田尻）

◎沼倉　夕子
　佐藤　典子
　渋谷　智行
　伊藤　大河

4

17 美里
2

「北浦梨」産地の活性化に向けた、
ICT活用による栽培の「見える化」 R6～ R7

ＪＡ新みやぎ北浦梨部会若手生産者１人、役員等３
人（部会員35人）、株式会社ファームおてんとさん栽
培担当者２人
（美里町）

◎伊藤　あゆ美
　佐藤　典子
　佐藤　泰征
　秋月　まこ
　齋藤　憲冶

32

18 美里
3

堆肥の活用と施肥方法の改善による麦
類の品質・収量の向上 R5～ R7 涌谷町麦類生産者14経営体

（涌谷町）

◎酒井　球絵
　伊藤　あゆ美
　渋谷　智行
　伊藤　大河
　齋藤　憲冶

54

19 栗原
１

加工用たまねぎの直播栽培技術の確立
による収量確保 R6～ R7

株式会社吉尾ファーム
（栗原市金成地区）
株式会社伸和ファーム
（栗原市若柳地区）

◎柏谷　賢治郎
　三上　綾子
　船山　智
　佐藤 　颯太

34

20 栗原
2 金成有壁地区の活性化ビジョンの実現 R6～ R7 天水の郷「有壁創成会」36人

（栗原市金成）

◎佐藤　英典
　田中　正義
　荒川　 梢
　相澤　みお

52

21 栗原
3

土地利用型経営体の大豆多収穫技術体
系構築による単収の向上 R6～ R7

町舘営農組合役員７人
（栗原市若柳地区）
個別経営体１経営体
（栗原市志波姫地区）

◎佐藤　颯太
　堀内　保昭
　猪野　亮

６

22 登米
１

加工用ばれいしょ産地の生産中・長期
計画策定と生産体制構築 R6～ R7 登米ぽてと組合９経営体

◎齋藤　健多
　石原　寛之
　伊藤　尚美
　正井 　佑
　佐藤　優衣

36

23 登米
2

農地整備を契機とした地域営農構想
の実現 R7 上沼桜場地区担い手経営体４法人（農業法人設立予

定１個別経営体を含む）

◎佐藤　聖一
　安達　芳則
　須藤　邦彦
　正井　佑
　木村　優太

8

24 登米
3

環境負荷低減型水稲乾田直播栽培技
術の確立 R7～ R8

環境負荷軽減型乾田直播栽培に取組む２法人
（有限会社かわつらグリーンサービス、農事組合法人
SK美野里農産）

◎藤根　裕太
　遠藤　弘樹
　阿部 　香
　加茂　純子
　佐藤　優衣

56
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No. 普及
センター 課題名 活動期間 対　　象 担当者

Ⅱ活動事例
掲載ページ
No.

25 石巻
１

小ねぎ産地における次世代の人材育
成 R5～ R7 ＪＡいしのまきスリムねぎ部会青年部11人

◎松原　馨一
　山口　義昭
　阿部　定浩
　國嶋　広達
　齋藤　香奈

14

26 石巻
2

水田におけるばれいしょ及びさつま
いもの安定生産 R6～ R7 株式会社めぐいーと、農事組合法人おおしお北部 、

農事組合法人エコルファーム

◎佐藤　敏昭
　本多　興
　佐野　佑真
　川戸　菜摘

38

27 石巻
3

トマト黄化葉巻病の媒介昆虫タバコ
コナジラミに対する防除体系の構築 R7～ R8 管内トマト生産者５人

（ＪＡいしのまき共販している生産者）

◎本多　興
　佐藤　敏昭
　佐野　佑真
　山口　義昭
　國嶋　広達

44

28 石巻
4

省力化技術の活用による優良大豆種
子の生産性向上 R6～ R7

株式会社クリーンライス 、有限会社高須賀農産、
農事組合法人アスターファーム、農事組合法人ド
リーム真野、農事組合法人たてファーム・和、蛇田
集団転作組合、株式会社ぱるファーム大曲

◎佐藤　泰久
　今関　美菜子
　川戸　菜摘
　齋藤　香奈
　阿部　定浩

18

29 気仙沼
１

生食用ぶどうのブランド化による生
産拡大 R6～ R7 南三陸大粒ぶどう協議会会員９人

（南三陸町）

◎木村　智志
　村主　栄一
　菊池　光洋
　大野　萌依
　降幡　泰永

40

30 気仙沼
2

気仙沼・南三陸地域のクロマツ栽培
者の育成と作付面積の拡大 R7～ R9 南三陸Pine Pro、みやぎクロマツ研究会気仙沼市・

南三陸町会員３人、栽培希望者２人

◎足立　陽子
　村主　栄一
　清水　俊郎
　遠藤　潤

45

31 革新
１

環境に配慮したさつまいも栽培体系
の構築 R7～ R8

各農業改良普及センター令和７年度普及指導計画の
対象者（有限会社ライスアーティスト、農事組合法
人おおぬき彩土里ファーム、農事組合法人エコル
ファーム）

◎髙橋　秀典
　大河原　香織
　菊地　友佳里
　田村　亘

21

32 革新
２

作業の省力化・効率化に向けたアグ
リテックの体系的な活用 R6～ R8 土地利用型生産者５経営体

◎田村　亘
　大河原　香織
　髙橋　秀典
　菊地　友佳里

22

（注１）活動事例には、各農業改良普及センターのプロジェクト課題のうち、令和７年度完了課題及び令和７年度開始課題、農業革新
支援センターの重点プロジェクト課題を記載しております。令和７年度が活動期間の中間年度にあたる課題については、完了
年度に掲載する予定です。


